
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故や怪我無く、１年間を終了するために！！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 １月１６日（金）、１年生がひかり幼稚園に出かけ、年長児と心温まる交流を行いました。事前学習で、お手

紙を書いて渡すなどの交流内容と方法について時間をかけて考えました。最初にお手紙を渡す場面では、１年

生が年長児に体を近づけ、優しい眼差しで読んであげる場面も見られました。その後は、年長児の希望に沿っ

た鬼ごっこや折り紙遊びなどでさらに交流を深めました。１年生の優しさと成長を感じた交流会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、１月１９日（月）には、学校運営協議会の山田会長さんと青木委員さん、町地域コーディネーターの

宮地さんを地域講師として、団子木刺し体験学習を行いました。講師の説明をよく聞き団子を作り丸めたり、 

木に団子を刺して飾ったりしました。担任等の学校教職員だけでなく、地域の方々とも会話を楽しみ協力して

作業することができました。話の聞き方や協力する態度など、１年生の成長を嬉しく思っています。 

 経営キーワード「言葉（言葉遣い・言語力）」・自立（自ら判断実践・協働的解決・新たな課題追究）」

 

繋 
令和７年度 学校便り 

Ｒ８．１．３０ 

ＮＯ ２６ 

校長 秋場 一憲 

学校教育目標「ふるさとを愛し、未来をしなやかに生き抜く谷地南部っ子の育成」 

１年生が交流を充実させ、確かな成長に・・・ 

 １月１３日（火）と１４日（水）の２日間にわたって、保護者並びに地域の関係の皆様方からご協力をいた

だきながら、第３回あいさつ運動を行いました。学区内の要所にて、温かい挨拶を交わしながら子供たちの登

校時の安全確保にお力添えをいただきました。本当にありがとうございました。 

【寄せられた主なご感想】 

○寒い中でも元気にあいさつができていて、良かったと 

 思います。 

○普段から親も子供たちも気持ちの良いあいさつができ 

 ていると思います。冬の服装については、暖かい恰好 

 で登校していました。 

○朝、交通指導員さんが立ってくださっているので、子 

供たちも安心のようです。なかなか自分たちからあい 

さつができていないので、声がけしたいと思います。 

一緒に手紙を読む 折り紙を一緒に楽しむ 

団子作り 思い思いの場所に団子刺し 

荒南の様子 



校長から６年生に伝えたメッセージ                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度から、新年そして３学期のスタートを迎えるこ
の時期に、校長が６年生に下記のようなメッセージを伝
えてきました。 
◆卒業証書授与式は誰のために行うのか、内容一つ一つ 
にはどんな意味が込められているのかを理解して欲し 
い。そして、どんな姿で卒業したいのかをしっかりと 
イメージして、残りの学校生活を送って欲しい。 

◆「学校のゆずり葉」として、卒業を迎えるぎりぎりの 
日まで、６年生が伝えたい大切なメッセージを下級生 
に引き継いで欲しい。 
６年生からは、「伝統」や「努力」「責任」、そして「谷 

地南部小の良さ」を引き継ぎたいと、力強い意見発表が 
があり、大変頼もしく嬉しく思いました。 

卒業に向けて意識を高めるために 

２月予定 


